
印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

　NPO法人・
市民活動団体向け
補助金・助成金講座　

地
や
構
造
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
建
物
を
建
て
る
場
合
は
、
建
築
基

準
法
な
ど
の
法
令
で
定
め
る
基
準
や

手
続
き
を
守
り
、
適
正
に
工
事
を
進

め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
工
事
が
完
了

し
た
と
き
は
、
そ
の
建
物
が
法
令
に

基
づ
き
安
全
な
も
の
で
あ
る
か
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
週
間
を
き
っ
か
け
に
、
建
物

が
法
令
に
適
合
し
て
い
る
か
建
築
士

に
相
談
す
る
な
ど
点
検
し
て
く
だ
さ

い
。

■問 
建
築
課
開
発
建
築
班
（
緯
内
線
7

7
2
・
7
7
3
）。

　
手
賀
沼
は
、
平
成
　
年
ま
で
　
年

13

27

間
全
国
湖
沼
水
質
ワ
ー
ス
ト
1
で
し

た
。
水
質
汚
濁
の
原
因
は
？
生
き
も

の
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
今
は
ど
の
よ

う
な
状
況
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委

員
会
主
催
、
公
益
財
団
法
人
山
階
鳥

類
研
究
所
後
援
。

■定 
1
5
0
人
（
当
日
先
着
順
）。

■問 
八
鍬
（
■携 
0
9
0
―
5
2
1
7
―

6
6
9
9
・
■メール te

g
an
u
m
afo
ru

m
@
y
ah
o
o
.co
.jp

）。

月
1
日
か
ら
行
い
ま
す
。
売
上
金
は
、

手
賀
沼
浄
化
啓
発
事
業
費
と
し
て
使

用
し
ま
す
。

胸
販
売
日
…
　
月
1
日
俄
～
。

10

胸
販
売
部
数
…
1
5
街
0
0
0
部
。

※
売
り
切
れ
の
場
合
は
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

胸
販
売
価
格
…
一
部
2
0
0
円
。

胸
販
売
場
所
…
我
孫
子
市
役
所
、
我

孫
子
し
み
ん
プ
ラ
ザ
ほ
か
。

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
。

■問 
ク
リ
ー
ン
手
賀
沼
推
進
協
議
会
事

務
局
（
我
孫
子
市
手
賀
沼
課
内
・
緯

0
4
―
7
1
8
5
―
1
1
1
1
）。

手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
企
画

講
演
会「
森
は
海
の
恋
人
　
人
の

心
に
木
を
植
え
る
」

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
～

10

13

30

4
時
　
分
。

30

■場 
千
葉
県
手
賀
沼
親
水
広
場
水
の
館

（
我
孫
子
市
）。

■費 
無
料
。

■内 
①
畠
山
重
篤
氏
（
N
P
O
法
人
森

は
海
の
恋
人
理
事
長
）
に
よ
る
講
演
。

　
平
成
元
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
森
は

海
の
恋
人
運
動
」。
当
時
、
漁
師
が

山
に
木
を
植
え
る
と
い
う
行
為
は
不

思
議
な
ま
な
ざ
し
を
受
け
て
い
た
。

こ
の
運
動
の
背
景
と
真
意
は
、
東
日

本
大
震
災
を
受
け
て
よ
り
広
が
り
を

見
せ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
は
。

②
佐
藤
友
宣
氏
（
千
葉
県
手
賀
沼
親

水
広
場
所
長
）
に
よ
る
報
告
「
手
賀

沼
の
水
環
境
に
つ
い
て
」。

（１３）平成２４年（２０１２）１０月１日号

廃
棄
物
の
焼
却
。

　
河
川
管
理
者
な
ど
が
河
川
の
管
理

(例)を
行
う
た
め
に
伐
採
し
た
草
木
な
ど

の
焼
却
。

②
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍
霜
害
、

そ
の
ほ
か
の
災
害
予
防
、
応
急
対
策

ま
た
は
復
旧
の
た
め
の
焼
却
。

　
災
害
時
の
木
く
ず
の
焼
却
。

(例)③
風
俗
習
慣
上
、
宗
教
上
の
行
事
の

た
め
に
生
じ
た
廃
棄
物
の
焼
却
。

　
ど
ん
と
焼
き
、
門
松
、
し
め
縄
な

(例)ど
の
焼
却
。

④
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む

上
で
の
や
む
を
得
な
い
廃
棄
物
の
焼

却
。

※
家
庭
菜
園
・
レ
ジ
ャ
ー
農
園
は
農

業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
農
業
者
が
行
う
病
害
虫
防
除
目
的

(例)の
稲
わ
ら
、
畦
畔
の
枯
れ
草
な
ど
の

焼
却
。　

※
ビ
ニ
ー
ル
類
は
不
可
。

⑤
た
き
火
な
ど
、
日
常
生
活
を
営
む

上
で
の
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼

却
で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の
（
煙
の
量

や
に
お
い
な
ど
が
近
隣
の
迷
惑
に
な

ら
な
い
程
度
の
燃
焼
行
為
）。

　
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
や
庭
先
で

(例)の
小
規
模
な
落
ち
葉
た
き
。

※
野
外
焼
却
（
野
焼
き
行
為
）
禁
止

の
例
外
規
定
と
さ
れ
た
行
為
で
あ
っ

て
も
、
生
活
環
境
上
支
障
を
与
え
、

苦
情
な
ど
が
あ
る
場
合
は
行
政
指
導

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
消
防
署
長
へ
野
焼
き
の
届
出
を
し
、

受
理
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
苦
情

な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
取
り
止
め
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
市
か
ら
の
お
願
い
】

　
ご
み
は
各
家
庭
な
ど
で
燃
や
し
て

処
理
し
な
い
こ
と
が
原
則
で
す
。

　
ご
み
を
燃
や
し
た
時
に
発
生
す
る

煙
に
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
含
ま

れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
に
お
い
が

洗
濯
物
に
つ
い
た
り
、
煙
が
部
屋
に

入
る
の
で
窓
が
開
け
ら
れ
ず
、
ぜ
ん

そ
く
な
ど
の
持
病
を
持
っ
て
い
る
人

に
は
大
変
つ
ら
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
火
災
に
な
る
危
険
も
あ
り

ま
す
の
で
、
家
庭
ご
み
は
分
別
し
て

集
積
所
に
出
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
【
環
境
指
導
に
関
す
る
こ
と
】

環
境
保
全
課
環
境
指
導
班
（
緯
内
線

3
6
1
～
3
6
3
）、【
廃
棄
物
の

処
理
に
関
す
る
こ
と
】
ク
リ
ー
ン

推
進
課
（
緯
内
線
3
8
3
、
3
8
5
）。

2
0
1
3
年
版
手
賀
沼
カ
レ
ン

ダ
ー
の
販
売

　
手
賀
沼
カ
レ
ン
ダ
ー
の
販
売
を
　10

理
部
募
集
課
（
緯
0
4
3
―
2
2
2

―
9
2
0
0
）
へ
。

■問 
建
築
課
住
宅
班
（
緯
内
線
7
7

6
）。

違
反
建
築
防
止
週
間

受
け
て
い
ま
す
か
、

完
了
検
査

　
　
月
　
日
牙
～
　
月
　
日
我
は
、

10

11

10

17

違
反
建
築
防
止
週
間
で
す
。

　
こ
の
週
間
に
は
、
県
内
一
斉
公
開

建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
建
築
基
準
法
で
は
、
建
物
の
安
全

性
を
確
保
し
、
私
た
ち
の
生
命
や
健

康
、
財
産
を
守
る
た
め
、
建
物
の
敷

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
）。

医
師
に
よ
る

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

　
精
神
的
な
悩
み
な
ど
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
に
つ
い

て
は
、
秘
密
厳
守
し
ま
す
。

※
相
談
時
間
一
人
　
分
。

30

■時 
　
月
　
日
牙
・
午
後
2
時
～
4
時
。

10

25

■場 
市
役
所
1
階
相
談
室
。

■申 
事
前
に
左
記
ま
で
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
。

野
焼
き
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
鎧

　
廃
棄
物
処
理
法
第
　
条
の
2
に
よ

16

り
、
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
（
野
焼
き

行
為
）
が
一
部
の
例
外
を
除
き
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
（
例
外
は
左
記
参

照
）。
　
こ
の
法
律
で
は
、「
何
人
も
、
次

に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
場
合
を
除
き
、

廃
棄
物
を
焼
却
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
あ
り
、
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
（
野

焼
き
行
為
）
禁
止
に
違
反
し
た
場
合

は
、
5
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は

1
街
0
0
0
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

し
、
ま
た
は
こ
れ
を
併
科
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
（
廃
棄
物
処
理
法
第

　
条
第
1
項
第
　
号
）。

25

15

【
野
外
焼
却
（
野
焼
き
行
為
）
禁

止
の
例
外
規
定
】

①
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
そ
の

施
設
の
管
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な

環
境

都
市

県
営
住
宅
空
家
入
居
資
料
の
配
布

　
県
営
住
宅
の
募
集
お
よ
び
空
家
状

況
資
料
な
ど
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
募
集
資
料
は
二
種
類
、
空
家
入
居

（
年
4
回
／
4
・
7
・
　
・
1
月
）・

10

常
時
（
毎
月
）
で
す
。
資
料
は
募
集

月
の
前
月
末
ご
ろ
に
配
布
し
ま
す
。

胸
配
布
場
所
…
市
役
所
建
築
課
、
各

支
所
、
中
央
駅
前
出
張
所
、
牧
の
原

出
張
所
。

　
資
料
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

千
葉
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管

　NPO法人や市民活動団体を対象と
する補助金や助成金は数多くあります
が、すぐに獲得できるとは限りません。
　そこで、申請方法や補助金獲得の可
能性を少しでも上げるためのコツなど
を解説します。
■時 10月13日臥・午前10時～正午。
■場 市民活動支援センター（中央駅前地
域交流館2号館）。
■定 30人。■費 200円（資料代）。
■申 電話で左記まで（先着順）。
■問 市民活動支援センター（緯碓48 4500・
■メール i.shiencenter@minos.ocn.ne.jp）。

障
が
い
福
祉
　
巡
回
相
談

　
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や

悩
み
な
ど
の
相
談
に
、
相
談
員
が
応

じ
ま
す
。

■時 
①
毎
週
火
曜
日
、
②
毎
週
水
曜

日
・
①
②
と
も
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■場 
①
印
旛
支
所
1
階
相
談
室
、
②
本

埜
支
所
相
談
室
。

■申 
い
ん
ば
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

（
緯
碓99 
2
5
0
1
）
に
予
約
を
。

生ごみ処理機、剪定枝粉砕機を貸し出しします

　市では、各家庭から排出される生ごみおよび剪定枝の減量化、
資源化を推進するとともに、生ごみ処理機（乾燥式）、剪定枝粉
砕機（電気式、エンジン式）の普及、促進を図るため機器の貸
し出しを行っていますので、ぜひご利用ください（事前予約制）。
　なお、機器の貸し出しにつきましては、ゴミとして出さない
などの貸し出し条件がありますので、詳しくは下記までお問い
合わせください。

生ごみ処理容器、処理機購入補助金制度

　市では、一般家庭から毎日排出される生ごみの減量化を推進
するため処理容器（コンポスト、EM容器など）や処理機（乾
燥式、バイオ式など）を購入した人に予算の範囲内で補助金を
交付しています。上限はありますが、購入費の3分2を補助し
ておりますので、ぜひご利用ください。
　詳しくは、市ホームページまたは下記までお問い合わせくだ
さい。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線383）。

生ごみ処理機、剪定枝粉砕機の貸し出し生ごみ処理機、剪定枝粉砕機の貸し出しとと
生ごみ処理機購入助成生ごみ処理機購入助成金金

▲燃やさず、適切に処理しましょう

相
談


